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今号の表紙写真
　第２回らべとんカップテニス大会を
　　主催する上富良野テニス協会の皆さん

2023年 10月 25日

スポーツイベントで町も人も元気に

議長・各委員長の所信表明議長・各委員長の所信表明

とにかく暑いとにかく暑い !!!!
熱中症対策が急務では熱中症対策が急務では ??

５名の新人議員含む５名の新人議員含む
14名の顔ぶれと意気込み14名の顔ぶれと意気込み 異常気象はもはや「異常」ではない！異常気象はもはや「異常」ではない！

大雨で町道227箇所が被害大雨で町道227箇所が被害

などなど

などなど
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就
任
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
議
長
　
中 

澤
　
良 

隆
　

「 

信
頼
さ
れ
る
議
会
に 

」

　
　
議
長
に 

中
澤 

良
隆 

氏

　
　
　     

副
議
長
に 

岡
本 

康
裕 

氏
を
選
出

　
議
会
議
員
改
選
後
、
初
め

て
の
議
会（
第
５
回
臨
時
会
）

を
８
月
29
日
に
開
催
し
、
議

長
・
副
議
長
の
選
挙
や
、
新

し
い
議
会
の
構
成
を
決
め
ま

し
た
。

　
議
長
と
副
議
長
の
選
挙
は

議
員
に
よ
る
投
票
で
行
わ

れ
、
開
票
の
結
果
、
議
長
に

中
澤
良
隆
氏
、
副
議
長
に
岡

本
康
裕
氏
が
当
選
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
議
席
の
決
定
や

総
務
産
建
常
任
委
員
会
、
厚

生
文
教
常
任
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
、
議
会
広
報
特

別
委
員
会
の
委
員
の
選
任
、

監
査
委
員
の
選
任
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
を
休
憩
し
て

各
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員

長
・
副
委
員
長
の
選
出
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
先
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
議
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
重
責
を
担
う
こ
と
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
２
類
か
ら
５
類
へ
と
移
行
し
、
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
徐
々
に
か
つ
て
の
日
常
生
活
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
議
会
の
役
割
・
責
務

が
拡
大
し
、
今
ま
で
以
上
に
責
任
あ
る
議
会
活
動
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
に
対
し
ま
し
て
も
、
議
員
定
数

等
に
つ
い
て
町
民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　「
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
会
話
と
議

論
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
に
な
る

よ
う
「
や
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
実
践
す
る
」
そ
ん
な
気
構
え
で

議
会
活
性
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
安
全
で
安
心
し
た
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
町
民
皆
様
の
一
致
し
た
願

い
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
更
な
る
町
政
の
発
展
と
町
民

福
祉
の
向
上
に
全
力
で
職
責
を
全
う
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

全世代が住みよい町づくりのために全世代が住みよい町づくりのために

中
澤
　
良
隆

岡
本
　
康
裕

　一生燃焼・・町のため・
子供たちのため・お年寄り
のために燃焼し尽くしたい
と考えています。町が元気
に、子供たちには夢を、お
年寄りが安心できる、そん
な町づくりに力を注ぎます。

　副議長に就任しました岡
本です。議長を補佐し、ス
ムーズな議会運営に心がけ
ます。また「すべては上富
良野のために」を個人的ス
ローガンに掲げ町の発展に
尽力します。

議席番号 13 番５期目 議席番号 14 番４期目

お
か
も
と     

や
す
ひ
ろ

な
か
ざ
わ     

よ
し
た
か

－それぞれの想い胸に新生議会が始動－－それぞれの想い胸に新生議会が始動－
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米
澤
　
義
英

議席番号 4 番 11 期目

よ
ね
ざ
わ
　
よ
し
ひ
で

湯
川
　
千
悦
子

議席番号 3 番１期目

ゆ
か
わ
　
　
ち
え
こ

荒
生
　
博
一

議席番号 2 番３期目

あ
ら
お
　
　
ひ
ろ
い
ち

佐
藤
　
大
輔

議席番号 1 番２期目

さ
と
う
　
　
だ
い
す
け

　「弱い人にしわ寄せがい
く社会を変えたい」が原点
です。多くの町民が不安を
抱え生活をしています。暮
らしから生まれる声を大切
にし、福祉・暮らしの向上
に努めます。

　この町で生まれ育ち、60
年も住まわせていただきま
した。これからの人生を大
好きなこの町の為にご恩返
しができるよう議員の皆様
と共に活気ある町にして行
きます。

　町民の皆様のおかげで、
３期目の当選を果たすこと
ができました。これからも
ブレずにまっすぐ自分を信
じ、山積する行政課題解決
に向け真摯に取り組んでま
いります。

　１期 4 年で培った経験を
活かしながらも、初心に戻
り、丁寧且つ実直に政治家
として歩を進めてまいりま
す。町民の皆様、どうぞ佐
藤だいすけを大いにご活用
ください。

中
瀬
　
　
実

議席番号 8 番３期目

な
か
せ
　
　
　
み
の
る

茶
谷
　
朋
弘

議席番号 7 番１期目

ち
ゃ
や
　
　
と
も
ひ
ろ

林
　
　
敬
永

議席番号 6 番１期目

は
や
し
　
　
の
り
な
が

金
子
　
益
三

議席番号 5 番６期目

か
ね
こ
　
　
ま
す
ぞ
う

　日頃より思っていること
は有言実行、言行一致。
　今後もこのことを肝に銘
じ議員活動を行っていきた
いと思っております。

　移住者ならではの新たな
視点や、町民からの様々な
意見を取り入れることで、
みんながよりカミフラノを
好きになれるように努めて
まいります。沢山声をかけ
てください。

　元役場職員としての行政
経験を充分に活かし、議会
活動を通じて様々な行政課
題の解決に向けて努力して
いきますので、町民の皆様
ご支援をよろしくお願いい
たします。

　６期目の当選をさせて頂
き、ありがとうございます。
議会の経験を活かして、若
手の育成に努め、町政に
是々非々で取り組み町民皆
様の福祉向上のために磨励
自彊で努めます。

小
林
　
啓
太

議席番号 12 番２期目

こ
ば
や
し    

け
い
た

北
條
　
隆
男

議席番号 11 番３期目

ほ
う
じ
ょ
う
　
た
か
お

井
村
　
悦
丈

議席番号 10 番１期目

い
む
ら
　
　
よ
し
た
け

島
田
　
政
志

議席番号 9 番１期目

し
ま
だ       

ま
さ
し

　町民の代表として、目先
の損得にとらわれること
なく、長期的な目線に立ち、
住民と町に利益となるかど
うかということを軸に意思
決定を行っていきたいと思
います。

　現在の行政サービスを最
低限維持し、より発展させ
るよう町民の皆様の意見や
考えを伺い、町に対し提言
をし、住んで良かったと
思ってもらえるよう頑張っ
てまいります。

　行政経験がなくこれから
勉強です。目線は町民皆様
と同じです。皆様の意思を
反映させながら皆様の生活
の様々な問題について耳を
傾け考え、町政を進める一
員として努めて参ります。

　農業者として尽力致しま
す。食糧を支えるのは農家
です。食の安心・安全、地
産地消に努力致します。
この町を変えるのは町民で
す。一緒に住み良い町にし
ましょう。
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総
務
産
建
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

委 

員 

長
　

　
小
　
林
　
啓
　
太

副 

委 

員 

長
　

　
北
　
條
　
隆
　
男

委 

員
　
金
　
子
　
益
　
三

　
茶
　
谷
　
朋
　
弘

　
島
　
田
　
政
　
志

　
井
　
村
　
悦
　
丈

　
岡
　
本
　
康
　
裕

委 

員 

長
　

　
荒
　
生
　
博
　
一

副 

委 

員 

長
　

　
林
　
　
　
敬
　
永

委 
員

　
佐
　
藤
　
大
　
輔

　
湯
　
川
　
千
悦
子

　
米
　
澤
　
義
　
英

　
中
　
瀬
　
　
　
実

　
中
　
澤
　
良
　
隆

委 

員 

長
　

　
米
　
澤
　
義
　
英

副 

委 

員 

長
　

　
金
　
子
　
益
　
三

委 

員
　
荒
　
生
　
博
　
一

　
中
　
瀬
　
　
　
実

　
北
　
條
　
隆
　
男

　
小
　
林
　
啓
　
太

　

◎
委
員
会
が
担
当
す
る
事
項

　
総
務
課
、
企
画
商
工
観
光
課
、
町
民
生
活
課
の
税
務
班(

国

民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
事
項
を
除
く)

、
収
納
対
策
担
当
及

び
自
治
推
進
班
、
会
計
管
理
者
の
事
務
部
局(

会
計
課)
、
農

業
振
興
課
、
建
設
水
道
課
、
選
挙
管
理
委
員
会
・
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
・
農
業
委
員
会
・
監
査
委
員
及
び
他
の
常

任
委
員
会
が
担
当
し
な
い
事
項

◎
委
員
会
が
担
当
す
る
事
項

　
町
民
生
活
課
の
税
務
班(

国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
事

項)

、総
合
窓
口
班
、生
活
環
境
班
及
び
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

保
健
福
祉
課
、
町
立
病
院
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
、
教
育
委

員
会
に
関
す
る
事
項

◎
委
員
会
が
担
当
す
る
事
項

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、
議
会
の
会
議
規
則
や
委
員

会
に
関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項
、
議
長
の
諮
問
に
関
す

る
事
項

　「
議
員
っ
て
普
段
何
を
し
て
い
る
の
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と

は
多
い
で
す
が
、
実
は
多
く
の
時
間
、
委
員
会
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
議
会
前
に
担
当
す
る
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
議
論
を
し
た
り
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
調
査
を
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
近
年
の
行
政
課
題
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
分

野
の
壁
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
問
題
を
総
合
的
に
捉
え
て

そ
の
本
質
を
考
察
し
て
い
く
視
点
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
委
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
議
案
や
課
題
の
本
質
的
な
議

論
が
活
発
に
行
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
会
期
日
程
を
決
定
し
、
議
会
の
会

議
規
則
、
議
案
、
請
願
等
を
審
査
し
、
議
長
か
ら
諮
問
が
あ
っ

た
事
項
の
調
査
と
審
査
を
行
う
委
員
会
で
す
。

　
議
会
運
営
員
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
は
全
議
員
の
共
通
認
識

に
な
る
よ
う
議
会
前
に
説
明
を
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
６
名
の
委
員
の
皆
さ
ん
と
「
住
民
に
開
か
れ
、

分
か
り
や
す
く
、
活
発
な
議
会
」
の
目
標
を
掲
げ
、
議
会
改

革
を
進
め
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
担
当
所
管
に
は
、
来
年
春
よ
り
オ
ー
プ
ン
の
新

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
や
、
令
和
７
年
６
月
竣
工
予
定
の
新
町
立

病
院
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
す
。
両
施
設
と
も
町
民
の
皆
様
の
福

祉
向
上
に
と
っ
て
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

に
お
き
ま
し
て
は
、
完
成
後
の
施
設
運
営
や
経
営
、
そ
し
て

維
持
管
理
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
真
に
町
民
の
皆
様
の

お
役
に
立
ち
、
そ
し
て
愛
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
委
員

会
で
は
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

小
林
委
員
長
あ
い
さ
つ

荒
生
委
員
長
あ
い
さ
つ

米
澤
委
員
長
あ
い
さ
つ
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議
会
広
報
特
別
委
員
会

監
　
査
　
委
　
員

議
　
員
　
会

富
良
野
広
域
連
合
議
会
議
員

委 

員 

長
　

　
佐
　
藤
　
大
　
輔

副 

委 

員 

長
　

　
井
　
村
　
悦
　
丈

委 

員
　
湯
　
川
　
千
悦
子

　
林
　
　
　
敬
　
永

　
茶
　
谷
　
朋
　
弘

　
島
　
田
　
政
　
志

佐
藤
委
員
長
あ
い
さ
つ

◎
委
員
会
が
担
当
す
る
事
項

　
議
会
の
活
動
の
状
況
を
広
く
町
民
に
知
ら
せ
る
た
め
、
議

会
だ
よ
り
の
編
集
に
関
す
る
事
項

　
地
方
自
治
体
の
一
つ
で
あ
る
富
良
野
広
域
連
合
の
議
会
は
、

構
成
市
町
村
議
会
議
員
か
ら
選
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

当
町
議
会
か
ら
は
３
名
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
員
か
ら
１
名
を
監
査
委
員
と
し
て
町
長
の
選
任
に
よ
り
、

議
会
が
同
意
し
て
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
議
員
14
名
で
構
成
す
る
任
意
団
体
で
す
。
議
員
の
福
利

厚
生
や
議
員
行
事
の
開
催
な
ど
、
５
名
の
役
員
に
よ
り
運
営

し
て
い
ま
す
。

会 

長
　

　
北
　
條
　
隆
　
男

副 

会 

長
　

　
林
　
　
　
敬
　
永

理
事

　
岡
　
本
　
康
　
裕

監
事

　
茶
　
谷
　
朋
　
弘

　
中
　
瀬
　
　
　
実

　
改
選
前
の
委
員
会
に
お
い
て
、
大
胆
な
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

と
、
先
進
議
会
事
例
の
採
用
に
よ
り
、
全
国
議
会
だ
よ
り
コ

ン
ク
ー
ル
奨
励
賞
受
賞
と
い
う
快
挙
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ

の
後
を
受
け
る
形
と
な
り
責
任
重
大
で
は
あ
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
「
読
み
や
す
さ
」
と
「
わ
か
り
や
す
さ
」
を
大
切
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
町
民
の
声
」
掲
載
に
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
金
　
子
　
益
　
三

（
議
会
運
営
委
員
、

　
　
　
　
　 

文
教
環
境
常
任
委
員
）

     

湯
　
川
　
千
悦
子

               （
文
教
環
境
常
任
委
員
）

　
小
　
林
　
啓
　
太

　
　
　  

　（
総
務
産
業
常
任
委
員
）

※
（
　
）
は
富
良
野
広
域
連
合
議
会

の
所
属
委
員
会
等
で
す
。

中瀬　　実
なかせ　　　みのる

まちの声　～議会・議員に期待すること～まちの声　～議会・議員に期待すること～

佐藤　和伸さん

加藤　まゆみさん

　平均年齢が下がり、若返った印象を受けてい
ます。特に若い議員の感性や行動力、発信力に
期待しています。議員自身が住んでいる地域だ
けでなく、町の様々な取り組みに関心をもって
積極的に参加して欲しいです。是非とも「相談
したいと思える議員」「顔の見える議員」になっ
てください。私も町民の責任者として議会の傍
聴に足を運びます。

　議員の皆様には、誰もが安心し、その人にとっ
て「当たり前」の生活を送れる町づくりの先頭
に立って頂けることを期待しております。未来
への架け橋として時間がかかり大変な事かとは
思いますが、まずは数ある機会の場に足を運び、
目にし、声を聴き、知って頂き、それぞれの視
点の中で一緒に歩んで頂けたなら ... と願ってい
ます。
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❻

　

臨
時
会
・
定
例
会
の
概
要

　
第
４
回
臨
時
会
が
７
月
27
日
、
第
５
回
臨
時
会
が
８
月
29
日
、
９
月
定
例
会
が
９
月
13

日
か
ら
14
日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
名
の
議
員
が
行
い
、
15
項
目
に
わ
た
っ
て
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
か
ら
は
３
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
、
財
産
取
得
な
ど
も
審
議

さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
監
査
委
員
、
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　令和５年第３回定例会では、特定不妊治療費用助成
事業や、プレミアム商品券発行事業、6 月から８月に
かけて発生した局地的大雨に伴う町道や農地の復旧費
などの補正予算が提出され、各常任委員会での慎重審
議を経て、全て原案のとおり可決されました。

「
特
定
不
妊
治
療
（
先
進
医
療
）
費
用
助
成
」　
63
万
円

妊
娠
を
望
む
夫
婦
を
後
押
し

補正
予算

　
北
海
道
に
お
い
て
、
妊
娠
を
望
む
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
医
療
保
険
適
用
外
と
な
る
特
定
不
妊
治
療

費
に
要
す
る
経
費
の
一
部
及
び

そ
の
受
診
に
係
る
交
通
費
の
一

部
を
支
援
す
る
市
町
村
に
対
し

て
の
支
援
が
令
和
５
年
10
月
か

ら
制
度
化
さ
れ
る
た
め
に
、
上

富
良
野
町
に
お
い
て
も
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
目
的
に
事
業
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。北

海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
規
約
の
変
更

　
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
に
後
志
広
域
連
合
が

新
た
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
規
約
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「クリーンセンター焼却施設修繕」　913 万円

安心・安全な施設整備のために

　建設から 24 年が経過し、設備の経年
劣化が著しく、春の点検時に焼却炉内
において今後重大な故障の原因となる
ことから、空気予熱器伝導管や灰押出
装置の修繕を行い、設備の延命化が期
待できます。　

「プレミアム付き商品券発行事業」　3,300 万円

購入限度額は１人３万円

　新型コロナウイルス関連緊急経済対策
として商品券（プレミアム率 30％）発
行事業が審議されました。新型コロナが
終息期を迎え、町内経済の回復、持続的
な発展を維持していくことを目的として、
町民の消費喚起を促し、町内事業者の支
援にも繋がることが期待されます。　

条例
改正

財
産
取
得

　
自
治
体
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に
伴
い
、
北
海
道
市
町

村
備
荒
資
金
組
合
か
ら
自
治
体
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
靭
機
器
を
、

３
千
894
万
円
で
譲
り
受
け
る
こ
と
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
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議
員
派
遣
結
果
報
告

議
員
派
遣
結
果
報
告

報
　
　
告

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

　
日
本
の
北
海
道
地
域
に
お
け
る
気
候
変

動
対
策
お
よ
び
持
続
可
能
な
環
境
へ

の
取
組
を
強
化
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す

る
国
の
目
標
に
向
け
、
本
町
と
北
海
道
が

連
携
し
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
設
の

充
実
・
強
化
を
図
れ
る
よ
う
求
め
る
。

国
土
強
靱
化
に
資
す
る

　
社
会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　
北
海
道
は
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
国
土
の
５
分
の
１
以
上
を
占
め

る
広
大
な
大
地
と
海
に
育
ま
れ
豊
富
な
食

糧
供
給
を
担
う
と
と
も
に
、特
有
の
歴
史・

文
化
や
気
候
風
土
を
有
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
地
域
の
安
全
な
暮
ら
し
や
経
済
活
動
、

安
定
的
な
物
流
や
広
域
周
遊
観
光
を
支
え

る
道
路
整
備
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
道
路
の
整
備
や
除
排
雪
を
含
む
安

定
し
た
維
持
管
理
の
充
実
に
必
要
な
予
算

を
確
保
し
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
北
海

道
の
実
現
を
目
指
す
よ
う
求
め
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に

　
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

　
　
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書

　
食
料
危
機
を
見
据
え
た
中
国
で
の
穀
物

の
備
蓄
強
化
と
肥
料
等
の
輸
出
規
制
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
が
加
わ
り
、
世
界
の

食
料
需
給
が
不
安
定
化
し
て
い
る
。
日
本

に
お
い
て
も
食
品
、
農
産
物
を
生
産
す
る

た
め
の
肥
料
・
生
産
資
材
の
価
格
が
高
騰

し
高
止
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
十
分
な
補

填
対
策
を
求
め
る
。
過
度
な
輸
入
依
存
か

ら
の
脱
却
に
向
け
「
畑
地
化
促
進
事
業
」

「
畑
作
物
産
形
成
促
進
事
業
」「
国
産
小

麦
・
大
豆
供
給
力
総
合
対
策
」
に
十
分
な

予
算
を
確
保
し
、
支
援
内
容
の
維
持
や
拡

充
、
改
善
を
図
る
よ
う
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

価
格
高
騰
分
が
十
分
に
反
映
さ
れ
た

　
肥
料
価
格
高
騰
対
策
並
び
に
畑
地
化
　
　
　

　
　
　
　
促
進
事
業
等
の
財
源
確
保
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書
　
　

　
先
進
地
調
査
と
し
て
、
７
月

３
日
に
小
樽
市
ほ
く
で
ん
石
狩

湾
新
港
発
電
所
、
北
広
島
市
北

海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ

ジ
、
４
日
に
は
札
幌
市
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
博
物
館
を
視
察
し
た

後
、
同
日
午
後
に
開
催
さ
れ

た
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

主
催
の
議
員
研
修
会
を
受
講

し
ま
し
た
。

　
石
狩
湾
新
港
発
電
所
は
、

火
力
発
電
所
の
経
年
劣
化
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
発
電

用
燃
料
種
の
多
様
化
と
電
源

の
分
散
化
を
目
的
に
、
ほ
く

で
ん
初
の
液
化
天
然
ガ
ス
を

燃
料
と
す
る
「
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
・
コ
ン
バ
イ
ド
サ
イ
ク
ル

発
電
方
式
」
を
採
用
し
て
い

ま
し
た
。

　
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ

ビ
レ
ッ
ジ
は
、
試
合
の
前
後

に
滞
在
で
き
る
ホ
テ
ル
や
レ

ス
ト
ラ
ン
、
国
内
最
大
級
の

子
ど
も
の
遊
び
場
、
農
業
学

習
施
設
や
保
育
施
設
な
ど
を

整
備
し
、
一
年
を
通
じ
て

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
集
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
空
間
を
、

フ
ァ
ン
や
地
域
の
人
々
が
協

働
で
地
域
活
性
化
や
社
会
貢

献
に
つ
な
げ
る
「
共
同
創
造

空
間
の
構
築
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研

修
会
は
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
５
類
感
染
症

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
４
年

ぶ
り
に
全
道
144
町
村
の
町
村

議
員
が
一
堂
に
会
し
て
の
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世

紀
研
究
機
構
理
事
長
五
百
旗

頭
（
い
お
き
べ
）
真
氏
か
ら

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
後
の
世

界
と
日
本
」
と
題
し
、
日
本

の
安
全
保
障
や
国
際
的
な
役

割
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た
、

政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
田
崎

史
郎
氏
か
ら
は
「
日
本
政
治

の
舞
台
裏
」
と
題
し
、
政
治

家
の
能
力
の
判
断
や
衆
議
院

の
解
散
時
期
の
分
析
な
ど
に

つ
い
て
の
講
演
を
聴
講
し
、

今
後
の
活
動
の
参
考
と
し
ま

し
た
。

発電所内の視察風景

田崎　史郎氏

研修会の様子

報告書の全文はこち
らからご覧頂けます。
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上程議案・結果（賛成：○　反対：×　欠：欠席　除：除斥）
　【可決】…原案可決、承認可決、同意可決　　　【否決】…原案否決
　【付託】…各委員会への付託

結

果

元
井
晴
奈

北
條
隆
男

髙
松
克
年

中
瀬
　
実

中
澤
良
隆

米
澤
義
英

荒
生
博
一

佐
藤
大
輔

今
村
辰
義

小
林
啓
太

岡
本
康
裕

村
上
和
子

第４回臨時会（令和５年７月 27 日）
専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度上富良野町一般会計補正予算（第４号）） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度上富良野町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上富良野小学校講堂防音機能復旧工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４回臨時会、第５回臨時会、９月定例会
　　　　　　　　　　審議議案と議員の賛否

上程議案・結果（賛成：○　反対：×　欠：欠席　除：除斥）
　【可決】…原案可決、承認可決、同意可決　　　【否決】…原案否決
　【付託】…各委員会への付託

結

果

佐
藤
大
輔

荒
生
博
一

湯
川
千
悦
子

米
澤
義
英

金
子
益
三

林
　
敬
永

茶
谷
朋
弘

中
瀬
　
実

島
田
政
志

井
村
悦
丈

北
條
隆
男

小
林
啓
太

岡
本
康
裕

中
澤
良
隆

第５回臨時会（令和５年８月 29 日）

※
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

監査委員の選任について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第２号）） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３回定例会（令和５年９月 13 日～ 14 日）
令和５年度上富良野町一般会計補正予算（第６号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度上富良野町病院事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度上富良野町水道事業会計未処分利益余剰金の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定について 付託

決算特別委員会付託
令和４年度上富良野町企業会計決算の認定について 付託
北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について（自治体セキュリティ強靱機器） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
監査委員の選任について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育委員会委員の任命について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議員派遣について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化
を求める意見について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
価格高騰分が十分に反映された肥料価格高騰対策並びに畑地化促進事業等の
財源確保を求める意見について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人
　
　
事

教
育
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員

監
査
委
員

監
査
委
員

　
監
査
委
員
を
任
命
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

同
意
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
議
案
が

提
出
さ
れ
、
同
意
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
富
良
野
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
第
２
回
定
例
会

　
令
和
５
年
第
２
回
富
良
野
広
域
連
合
議
会
定
例

会
が
10
月
10
日（
火
）に
開
催
さ
れ
、議
案
９
件（
補

正
予
算
案
１
件
、
条
例
改
正
２
件
、
人
事
案
１
件
、

報
告
１
件
、
認
定
１
件
、
承
認
３
件
）
が
原
案
ど

お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 中田　繁利さん三熊　邦彦さん



一般質問

  かみふらの議会だより第 120 号

上富良野のここが聞きたい‼上富良野のここが聞きたい‼

❾

６名の議員が町政を問う６名の議員が町政を問う
　一般質問とは、年４回の定例会において議員が住民の声や自身の考えなどにより、町政全
般にわたって執行者の考えをただすものです。
　議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁を要約して掲載しています。
　詳細は後日、行政ホームページに会議録を掲載します。
　議場では臨場感のあるやり取りを傍聴することができます。ぜひ、議場へお越しください。

金子　益三 議員荒生　博一 議員

島田　政志 議員

①　�公営住宅の維持管理と今後
の方向性について

中瀬　実 議員

①　�年収の壁による労働力不足に対
する対応について

②　�今期の除排雪体制について
③　陸上自衛隊と上富良野町のつな
　　がりについて

湯川　千悦子 議員米澤　義英 議員

①　�公園の環境整備について
②　各小中学校へのエアコン設置に
　　ついて

①　�熱中症対策について
②　上富良野町の文化・歴史の
　　継承について

①　学校における暑さ対策について
②　�物価高騰対策について
③　特別養護老人ホームのエアコン設
　　置について
④　�河川の維持管理について
⑤　マイナンバーカードについて
⑥　�泥流地帯の映画化について

①　�第８次上富良野町農業振興
　　計画について

・クールビズ実施期間中につきネクタイ着用の義務付けはされていません。
・一般質問のページは質問議員本人により編集されています。
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一般
質問

❿

働き

年
収
の
壁
と
は
…
パ
ー
ト
勤
務
で
年
収
130
万
円
を

超
え
る
と
扶
養
か
ら
外
れ
て
、
自
ら
年
金
や
保
険

を
掛
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
事
に
よ
り
、
手
取
り
が
減
少
す
る
為
、
労
働

時
間
の
調
整
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

年収の壁による労働力不足への対応は
町長－国の制度改正等を見据えて検討する

高齢化が進む現状
では、冬の雪対策
は必須です。
予算を確保して、
丁寧な除排雪がで
きるよう対応して
欲しいですね。

10 月から政府が掲げる年収の壁対策の案内と最低賃金額

金
子
議
員
　
近
年
、
気
候
変

動
に
よ
り
冬
季
の
暴
風
雪
の

対
応
が
多
様
し
て
い
る
中
、

厳
し
い
予
算
の
中
で
対
応
し

て
い
る
が
、
抜
本
的
な
予
算

対
策
を
考
え
る
時
期
で
は
な

い
か
。

斉
藤
町
長
　
今
期
の
除
雪
体

制
は
、
町
が
保
有
す
る
グ

レ
ー
ダ
ー
等
の
９
台
と
各
事

業
者
が
保
有
す
る
除
雪
ト

ラ
ッ
ク
等
の
28
台
に
よ
り
行

う
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
大

雪
等
に
よ
り
除
排
雪
予
算
に

不
足
が
生
じ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
補
正

予
算
に
て
対
応
す
る
。

金
子
議
員
　
当
初
予
算
で
組

ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
請

負
業
者
も
積
雪
状
況
に
お
け

る
除
排
雪
作
業
で
ず
れ
が
生

じ
て
、
住
民
も
そ
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
前

年
決
算
の
数
字
を
鑑
み
な
が

ら
予
算
化
が
必
要
で
は
。

斉
藤
町
長
　
過
年
度
の
平
均

を
見
な
が
ら
、
必
要
最
低
限

を
当
初
予
算
で
組
み
、
必
要

に
応
じ
て
補
正
を
組
む
や
り

方
が
ベ
タ
ー
と
考
え
る
。

金
子
議
員
　
高
齢
者
等
の
玄

関
先
間
口
の
除
雪
に
つ
い
て

対
応
を
ど
の
よ
う
考
え
る
か
。

斉
藤
町
長
　
除
雪
の
方
法
を

丁
寧
に
、
ど
こ
ま
で
で
き
る

か
を
十
分
検
討
し
て
、
今

シ
ー
ズ
ン
は
担
当
に
指
示
す

る
。

い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の

処
遇
に
つ
い
て
は
、
国
の
人

事
院
勧
告
を
参
酌
し
て
報
酬

等
の
改
定
を
行
っ
て
お
り
、

一
部
の
職
員
は
、
年
収
の
壁

に
よ
り
勤
務
時
間
の
調
整
な

ど
を
行
っ
て
い
る
方
が
い
る

が
、
ま
だ
報
道
段
階
で
の
情

報
な
の
で
今
後
、
国
が
検
討

し
て
い
る
制
度
改
正
、
社
会

保
障
制
度
、
税
制
改
正
な
ど

を
見
据
え
た
中
で
検
討
課
題

と
受
け
止
め
て
い
る
。

金
子
議
員
　
最
低
賃
金
の
値

上
げ
に
よ
り
、
パ
ー
ト
勤
務

者
が
年
収
の
壁
を
超
え
な
い

よ
う
労
働
時
間
縮
減
を
図
り

労
働
人
口
が
減
少
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
が
そ
の
対
応

は
如
何
か
。

斉
藤
町
長
　
国
の
制
度
設
計

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
報
道
の

範
囲
内
で
の
情
報
な
の
で
、

町
と
商
工
会
や
町
内
企
業
と

の
連
携
、
情
報
収
集
、
共
有

に
努
め
、
国
の
支
援
策
等
が

決
ま
り
次
第
、
年
収
の
壁
を

意
識
せ
ず
働
け
る
環
境
を
整

備
し
、
働
く
人
達
の
収
入
増

加
や
、
企
業
の
雇
用
確
保
と

安
定
し
た
経
営
が
継
続
で
き

る
よ
う
対
応
を
検
討
し
た
い
。

金
子
議
員
　
政
府
の
対
応
は

企
業
だ
け
で
は
な
く
自
治
体

に
も
適
応
さ
れ
る
か
。

斉
藤
町
長
　
町
で
雇
用
し
て

前
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
除

排
雪
予
算
を
組
ま
な
い
か

金子　益三　議員

除排雪の様子
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一般質問

⓫

公共
施設

環
境
省
と
気
象
庁
は
、
熱
中
症
予
防
対
策
に
資
す

る
効
果
的
な
情
報
発
信
と
し
て
、
令
和
２
年
７
月

か
ら
関
東
甲
信
地
方
で
、「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
（
試
行
）」
の
発
表
を
実
施
。
令
和
３
年
４
月

下
旬
か
ら
は
全
国
を
対
象
に
運
用
を
開
始
。

島津公園のトイレのドア設置を
町長－防犯上の管理を行い、現状を維持する。

上富良野の小中学校
の建物は、防音対策
で窓は二重なのと、
日当たりを考慮して
建てられています。
今年の猛暑にはきつ
かったよね～。

湯
川
議
員
　
島
津
公
園
の
ト

イ
レ
の
自
動
ド
ア
が
随
分
前

よ
り
破
損
し
て
お
り
、
取
り

外
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
防
犯
の
面
か
ら
も
簡
易

式
の
油
圧
ド
ア
の
設
置
が
必

要
で
あ
る
の
で
、
早
急
な
対

策
が
求
め
ら
れ
る
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

斉
藤
町
長
　
６
年
ほ
ど
前
に

い
た
ず
ら
に
よ
り
開
閉
に
支

障
が
出
た
こ
と
か
ら
取
り
外

し
た
経
緯
が
あ
る
。
扉
が
な

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
出

入
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た

こ
と
や
、
防
犯
上
も
有
効
と

考
え
て
い
る
。

湯
川
議
員
　
島
津
公
園
の
ト

イ
レ
の
ド
ア
が
な
い
方
が
良

い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ

う
に
聞
こ
え
た
が
、
女
性
の

立
場
か
ら
し
て
、
ト
イ
レ
に

入
っ
て
い
る
時
に
他
の
方
の

出
入
り
が
ド
ア
の
開
閉
で
わ

か
る
こ
と
で
、
女
性
に
と
っ

て
は
安
心
感
に
つ
な
が
る
。

簡
易
的
な
物
が
あ
っ
た
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長
　
確
か
に
議

員
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
女
性

の
立
場
か
ら
す
る
と
い
う
の

も
理
解
し
て
い
る
。
引
き
戸

や
防
犯
上
管
理
し
や
す
い
面

も
あ
り
現
状
を
維
持
す
る
が
、

新
た
な
事
象
が
出
た
場
合
は
、

経
費
を
か
け
な
い
中
で
の
改

善
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
う
の
で
御
理
解
願
う
。 破損した自動ドアの早急な対策を求める島津公園トイレ湯川  千悦子  議員

こ
と
か
。
児
童
生
徒
の
命
と

健
康
を
守
る
た
め
に
も
エ
ア

コ
ン
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
解
決
す
る
こ
と
が
あ
る
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

鈴
木
教
育
長
　
財
源
に
つ
い

て
も
、
整
備
計
画
を
立
て
て
、

町
の
子
供
た
ち
の
安
心
・
安

全
な
教
育
の
学
び
を
保
障
す

る
た
め
に
整
備
し
て
行
く
よ

う
に
取
組
し
て
い
く
。

湯
川
議
員
　
近
年
の
温
暖
化

に
よ
る
気
温
の
上
昇
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
今

年
は
35
度
を
超
え
る
日
が
続

き
、
町
内
の
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
の
観

点
を
鑑
み
、
各
教
室
に
エ
ア

コ
ン
の
設
置
が
急
務
と
考
え

ら
れ
る
が
、
整
備
に
つ
い
て

教
育
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

鈴
木
教
育
長
　
冷
房
設
備
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
早
期
の

実
現
が
喫
緊
課
題
と
認
識
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
事

業
費
は
相
当
に
大
き
い
こ
と

か
ら
、
導
入
自
治
体
を
参
考

に
す
る
な
ど
、
具
体
の
対
策

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

湯
川
議
員
　
教
育
長
の
考
え

と
し
て
は
、
早
急
に
エ
ア
コ

ン
設
置
は
で
き
な
い
と
い
う

各
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン

の
設
置
を

暑さ対策でエアコン設置を求める町内小中学校
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一般
質問

⓬

公営
住宅

公
営
住
宅
法
と
は
…
地
方
公
共
団
体
が
国
の
補
助

を
受
け
て
建
設
し
、
住
民
に
賃
貸
す
る
。
健
康
で

文
化
的
な
生
活
に
相
応
す
る
住
宅
を
建
設
住
宅
に

困
窮
す
る
低
額
所
得
者
に
安
い
家
賃
で
賃
貸
す
る
。

公営住宅建設は泉町５号棟最後か
町長－現計画における建設予定は最後

上富良野町の古い公営
住宅は空室が多くみら
れる。住み慣れた部屋
には愛着もあり、引っ
越しすると費用も労力
も多く必要となる。

斉
藤
町
長
　
古
い
公
営
住
宅

の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、

現
在
の
計
画
で
は
、
緑
町
、

西
町
の
一
部
、
扇
町
の
一
部

の
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
退

去
後
の
新
た
な
入
居
者
を
求

め
ず
計
画
内
の
団
地
数
で
対

応
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

　
退
去
後
廃
止
に
す
る
予
定

の
住
宅
の
除
去
に
つ
い
て
は

財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

有
利
な
財
源
等
を
活
用
し
土

地
の
利
活
用
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

中
瀬
議
員
　
基
本
的
に
耐
用

年
数
を
過
ぎ
て
い
る
住
宅
を

取
壊
し
の
財
源
の
補
助
、
国

の
施
策
、
町
の
対
応
は
。

町
民
生
活
課
長
　
上
富
良
野

町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
に
載
っ
て
い
る
計
画
の
戸

数
に
つ
い
て
の
除
却
に
つ
い

て
現
在
、
５
号
棟
建
設
を

行
っ
て
い
る
社
会
福
祉
資
本

及
び
起
債
の
公
共
事
業
の
起

債
を
使
え
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
２
点
が
今
の
と

こ
ろ
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
以
外
は
単
独
の
取
壊
し

と
な
る
。

中
瀬
議
員
　
西
町
、
扇
町
の

入
居
者
に
対
し
て
色
々
な
対

応
を
講
じ
管
理
し
や
す
い
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
民
生
活
課
長
　
管
理
す
る

側
と
し
て
は
歯
抜
け
状
態
に

な
っ
て
い
る
と
厳
し
い
部
分

も
あ
り
で
き
る
限
り
計
画
に

あ
る
形
で
進
め
た
い
。

行
規
則
で
定
め
て
い
る
。

中
瀬
議
員
　
入
居
者
の
苦
情

に
対
す
る
対
応
は
。

斉
藤
町
長
　
入
居
者
か
ら
の

居
宅
に
関
す
る
要
望
や
、
苦

情
に
関
し
て
は
、
そ
の
内
容

に
も
よ
り
ま
す
が
、
で
き
る

限
り
早
期
に
対
応
す
る
よ
う

に
努
め
て
お
り
、
開
庁
時
間

外
や
土
日
、
年
末
年
始
に
お

け
る
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
、
当
直
警
備
員
か
ら
担
当

へ
連
絡
さ
れ
対
応
に
あ
た
っ

て
い
る
。

中
瀬
議
員
　
古
い
公
営
住
宅

の
今
後
の
対
応
は
。

中
瀬
議
員
　
上
富
良
野
町
の

公
営
住
宅
建
設
は
泉
町
５
号

棟
建
設
が
最
後
の
予
定
か
。

斉
藤
町
長
　
上
富
良
野
町
住

生
活
基
本
計
画
に
基
づ
い
た

上
富
良
野
町
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
北

海
道
か
ら
承
認
さ
れ
た
整
備

を
進
め
、
本
年
度
建
設
中
の

泉
町
南
団
地
５
号
棟
建
設
が

現
計
画
に
お
け
る
建
設
予
定

の
最
後
と
な
る
。

中
瀬
議
員
　
公
営
住
宅
に
は

ど
の
よ
う
な
人
が
入
居
で
き

る
の
か
。

斉
藤
町
長
　
主
な
入
居
要
件

は
、
同
居
す
る
人
が
い
る
こ

と
、
条
例
に
定
め
ら
れ
た
収

入
以
下
で
あ
る
こ
と
、
現
に

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
、

入
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い

こ
と
を
主
な
要
件
と
し
て
、

詳
細
な
要
件
に
つ
い
て
は
施

中瀬　実　議員西町公営住宅

扇町公営住宅

教育
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⓭

教育

上
富
良
野
町
の
機
関
誌
「
郷
土
を
さ
ぐ
る
」
は
、

町
民
有
志
が
手
を
挙
げ
て
、
昭
和
55
年
に
結
成
、

翌
年
の
昭
和
56
年
に
第
１
号
を
発
刊
し
、
号
を
重

ね
、
本
年
第
40
号
を
発
刊
し
、
42
年
間
活
動
が
続

い
て
い
る
。

小中学校における当面の熱中症対策は
教育長－既存の設備などを効果的に活用し対応を進めていく

町長には、空調設
備、それに代わる
ものを含め、暑さ
対策は喫緊の課題
だと捉え、すぐ取
り組んでいただき
たいと考えており
ます。

上富良野町の機関誌「郷土をさぐる第 40 号」

て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
も
、
令
和
６
年
度
か
ら
も

補
助
金
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ぜ
ひ
特
段
の
配
慮
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

鈴
木
教
育
長
　
会
と
し
て
の

様
々
な
苦
渋
を
抱
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
い
る
。

印
刷
業
者
が
来
年
度
か
ら
変

わ
る
と
い
う
情
報
も
会
の
ほ

う
か
ら
い
た
だ
い
て
お
り
、

で
き
れ
ば
何
と
か
冊
数
、
販

売
の
価
格
、
賛
助
会
員
皆
様

へ
の
支
援
の
依
頼
も
含
め
て
、

会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
向

性
を
探
っ
て
い
る
の
か
も
十

分
聞
き
な
が
ら
、
町
と
し
て
、

今
の
補
助
金
が
妥
当
な
の
か
、

そ
れ
も
含
め
協
議
し
て
ま
い

り
た
い
。

荒
生
議
員
　
他
市
町
村
に
類

例
の
な
い
活
動
を
40
年
以
上

続
け
ら
れ
て
い
る
郷
土
を
さ

ぐ
る
会
の
諸
活
動
に
対
し
て

の
考
え
方
と
、
そ
の
評
価
に

つ
い
て
伺
う
。

鈴
木
教
育
長
　
長
年
に
わ
た

に
、
今
後
に
お
い
て
も
、
こ

こ
の
活
動
が
未
来
永
劫
に
歴

史
を
つ
な
げ
る
民
の
団
体
と

し
て
、
こ
の
町
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
は
十

分
感
謝
を
申
し
上
げ
て
い
る
。

荒
生
議
員
　
郷
土
を
さ
ぐ
る

会
の
財
政
状
況
は
年
々
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
聞

き
及
ん
で
い
る
が
、
こ
の
背

景
に
は
、
や
は
り
世
代
交
代

に
よ
る
読
者
離
れ
、
そ
し
て

本
離
れ
、
そ
の
上
、
印
刷
代

の
高
騰
も
主
な
要
因
と
な
っ

上
富
良
野
町
の
文
化
・
歴

史
の
継
承
に
つ
い
て

荒
生
議
員
　
当
町
の
２
日
間

の
臨
時
休
校
措
置
や
伊
達
市

の
小
学
校
２
年
生
の
女
児
の

痛
ま
し
い
事
故
な
ど
を
受
け
、

小
中
学
校
に
お
け
る
当
面
の

熱
中
症
対
策
を
教
育
長
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

鈴
木
教
育
長
　
熱
中
症
警
戒

ア
ラ
ー
ト
発
令
に
関
す
る
臨

時
休
校
と
す
る
基
準
な
ど
は

現
在
、
町
と
し
て
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今

後
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
熱
中

症
事
故
防
止
に
関
す
る
取
扱

指
針
を
策
定
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

酷
暑
が
続
く
中
、
各
学
校
に

お
い
て
は
、
既
存
の
設
備
な

ど
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が

ら
熱
中
症
予
防
の
対
応
を
進

め
て
い
た
だ
き
、
保
護
者
の

皆
様
に
も
熱
中
症
予
防
の
ア

イ
テ
ム
等
を
携
帯
し
て
い
た

だ
く
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
経
験
を
今
後
に
お
い
て

も
生
か
し
て
ま
い
り
た
い
。
　
　

荒
生
議
員
　
生
徒
児
童
の
安

心
・
安
全
な
教
育
環
境
の
整

備
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

急
務
と
考
え
る
が
。

鈴
木
教
育
長
　
あ
ら
ゆ
る
機

械
設
備
も
そ
う
だ
が
、
今
、

私
た
ち
が
す
ぐ
で
き
る
こ
と

は
何
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も

踏
ま
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
観
点

で
、
来
年
迎
え
る
べ
く
夏
の

前
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

荒生　博一　議員

教育
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教育

こ
の
猛
暑
で
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生

徒
の
命
と
健
康
を
守
る
体
制
を
整
え
る
た
め
、
学

校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
道
内
の
公
立

学
校
に
通
達
を
し
ま
し
た
。

小中学校にエアコン設置を早急に
町長－早期に効果的な対策を進めたい

子どもたちが健康的
に勉強に集中できる
環境を整えることは
行政の役割です。

暑さ対策でエアコン設置が必要な小中学校

米
澤
議
員
　
こ
の
猛
暑
で
体

調
の
悪
化
で
病
院
に
搬
送
さ

れ
る
町
民
も
出
て
い
る
。
ラ

ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
の
入
所
者

の
多
く
は
、
自
ら
の
体
調
管

理
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
が
多
く
、
家
族
か
ら
も
エ

ア
コ
ン
の
設
置
を
望
む
声
が

あ
る
。
ま
た
、
暑
さ
の
中
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
で
働
い

て
い
る
職
員
の
環
境
を
整
え
、

入
所
者
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
も
、
エ
ア
コ
ン
設
置

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ

イ
ツ
施
設
内
の
室
温
、
湿
度

な
ど
環
境
を
こ
ま
め
に
確
認

し
、
換
気
や
遮
光
を
行
う
ほ

か
、
扇
風
機
や
冷
風
機
な
ど

の
対
応
や
入
所
者
の
体
調
に

応
じ
て
保
冷
剤
な
ど
を
使
用

し
な
が
ら
健
康
状
態
を
注
視

し
て
い
る
。
30
度
を
超
え
る

室
内
で
の
日
常
生
活
や
介
護

業
務
は
大
変
厳
し
い
環
境
で
、

居
室
に
限
ら
ず
、
ど
こ
に
整

備
す
る
こ
と
が
効
果
的
か
、

検
討
、
相
談
を
し
な
が
ら
随

時
整
備
を
図
り
た
い
。

米
澤
議
員
　
記
録
的
な
暑
さ

で
教
育
現
場
で
は
子
供
た
ち

の
暑
さ
対
策
に
追
わ
れ
、
町

に
お
い
て
は
臨
時
休
校
を
す

る
状
況
に
な
っ
た
。
学
校
の

暑
さ
対
策
と
し
て
教
室
に
扇

風
機
な
ど
を
配
置
し
た
が
、

暑
さ
に
対
応
し
き
れ
な
い
状

況
で
、
子
供
た
ち
が
安
心
し

て
学
校
で
過
ご
せ
る
環
境
を

整
え
る
の
が
行
政
の
責
務
で
、

エ
ア
コ
ン
設
置
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

鈴
木
教
育
長
　
学
校
の
エ
ア

コ
ン
設
置
計
画
だ
が
、
学
校

現
場
に
お
い
て
も
扇
風
機
や

大
型
冷
風
機
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、
熱
中
症
防
止
の
対

応
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
既
存
の
対
応
で
は
限

界
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、

今
回
の
よ
う
な
臨
時
休
校
も

一
つ
の
対
応
と
考
え
て
い
る
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
に
エ

ア
コ
ン
設
置
を
早
急
に

米澤　義英　議員

症
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
暑

さ
指
数
を
用
い
た
学
習
活

動
の
判
断
を
進
め
る
な
ど
、

様
々
な
熱
中
症
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
冷
房
設
備
を
全
学
校
全
教

室
に
整
備
し
た
い
と
の
思
い

で
あ
り
、
夏
季
休
業
期
間
の

あ
り
方
の
検
討
や
様
々
な
取

り
組
み
と
し
て
簡
易
の
冷
房

設
備
の
事
例
な
ど
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
早
期
に
効
果
的

な
対
策
を
進
め
た
い
。
熱
中

エアコン設置が必要なラベンダーハイツ
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農業
第 8次農業振興計画は順調か
町長－年次計画どおりに進んでいる

農民は困っていま
す。
食の安全・安心の
ために町の力を。

進
の
施
策
と
し
て
の
「
上
富

良
野
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」
農

業
安
定
経
営
と
合
理
化
推
進

施
策
と
し
て
の
「
農
業
人
材

バ
ン
ク
」
の
４
点
の
重
点
施

策
に
つ
い
て
は
、
計
画
期
間

中
の
実
施
が
見
込
め
な
い
こ

と
か
ら
、
実
施
時
期
を
変
更
。

島
田
議
員
　
計
画
は
見
直
し

て
い
る
か
。

斉
藤
町
長
　
当
町
の
農
業
の

動
向
を
十
分
見
極
め
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
計
画
を
見
直

し
て
い
る
。

島
田
議
員
　
今
直
面
し
て
い

る
課
題
は
何
か
。

斉
藤
町
長
　
想
定
で
き
な

か
っ
た
物
価
の
上
昇
、
飼
肥

料
価
格
の
高
騰
や
有
害
鳥
獣

の
被
害
拡
大
な
ど
、
新
た
に

取
り
組
む
課
題
も
多
く
あ
る
。

必
要
に
応
じ
て
次
期
計
画
に
　
　
　
　

反
映
し
た
い
。

島
田
議
員
　
第
８
次
上
富
良

野
町
農
業
振
興
計
画
に
つ
い

て
、
掻
い
摘
ん
で
説
明
す
る
。

　
１
．
策
定
の
目
的
、
令
和

２
年
度
以
降
４
年
間
、
重
点

的
に
進
め
る
施
策
を
年
次
的
、

具
体
的
に
示
す
事
を
目
的
と

す
る
。
ま
た
、
こ
の
実
践
プ

ラ
ン
に
基
づ
く
各
施
策
、
事

業
の
推
進
状
況
を
目
的
に
把

握
、
評
価
し
、
次
期
農
業
振

興
計
画
へ
の
繁
栄
に
繋
げ
た

い
。

　
２
．
農
業
・
農
村
振
興
実

践
プ
ラ
ン
基
本
方
針
、
将
来

像
と
し
て
①
信
頼
と
絆
で
結

ば
れ
る
農
業
の
実
現
、
②
本

気
、
や
る
気
、
実
を
結
ぶ
農

業
づ
く
り
、
③
地
域
の
魅
力

を
満
喫
す
る
、
農
業
環
境
づ

く
り
④
担
い
手
が
輝
き
、
地

域
の
強
み
を
生
か
す
農
業
、

⑤
３
町
共
同
に
よ
る
地
域
環

境
型
農
業
の
実
現
。
こ
の
施

策
と
し
て
、
六
つ
の
重
点
施

策
が
あ
る
。

　
一
、
農
業
施
設
整
備
を
推

進
、
経
営
の
安
定
化
に
繋
げ

る
。
二
、
生
産
者
が
主
体
と

な
り
、
消
費
者
と
共
に
、
食

育
生
活
支
援
、
地
産
地
消
の

機
会
を
拡
充
。
三
、
高
収
益

作
物
へ
の
導
入
。
四
、
高
付

加
価
値
な
６
次
産
業
化
。
五
、

担
い
手
確
保
と
体
制
強
化
。

六
、
農
業
施
策
の
推
進
体
制

構
築
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
５

つ
の
質
問
を
す
る
。

　
こ
の
施
策
展
開
の
進
捗
は
。

斉
藤
町
長
　
現
状
に
お
い
て

全
て
の
施
策
に
着
手
し
て
お

り
、
特
に
農
業
生
産
に
欠
く

こ
と
の
出
来
な
い
基
礎
的
資

源
で
あ
る
生
産
基
盤
等
の
環

境
整
備
、
新
技
術
、
高
効
率

島田　政志　議員

的
機
械
導
入
等
の
各
種
事
業

に
つ
い
て
は
、
年
次
計
画
ど

お
り
に
進
ん
で
い
る
。

島
田
議
員
　
効
果
は
出
て
い

る
か
。
出
て
い
る
と
す
れ
ば

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

斉
藤
町
長
　
施
策
の
効
果
は
、

農
業
産
出
額
90
億
円
の
目
標

に
令
和
３
年
度
92
億
円
で
あ

り
効
果
は
出
て
い
る
。

島
田
議
員
　
あ
ま
り
進
ん
で

な
い
施
策
は
あ
る
か
。

斉
藤
町
長
　「
担
い
手
育

成
・
担
い
手
を
支
え
る
仕
組

み
づ
く
り
」
に
お
け
る
「
堆

肥
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
整
備
事

業
、
地
域
農
業
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
T
M
R
セ
ン
タ
ー
整

備
」、
消
費
者
と
生
産
者
と

の
結
び
付
き
の
強
化
の
施
策

に
お
け
る
「
農
産
物
加
工
実

習
施
設
、
地
域
交
流
拠
点
施

設
設
備
」、
地
産
地
消
の
推

高騰している肥料

T
M
R 
セ
ン
タ
ー
と
は
…
畜
産
農
家
に
栄
養
価

の
高
い
〝
餌
〟
を
提
供
し
て
い
る
施
設
の
こ
と
で
、

「
牛
の
給
食
セ
ン
タ
ー
」
と
も
言
え
ま
す
。
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発
行
／
上
富
良
野
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

  

議 

会 

だ 

よ 

り

議会広報特別委員会

　
　７
月
27
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
第
４
回
臨
時
会

　
　
　
　
　
全
員
協
議
会

８
月
29
日
　
第
５
回
臨
時
会
（
初
議
会
）

　
　
30
日
　
議
会
運
営
委
員
会

９
月
４
日
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
５
日
　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
６
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
７
日
　
全
員
協
議
会
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
13
日
　
第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
14
日
　
第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
19
日
　
全
員
協
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会

　
　
27
日
　
決
算
特
別
委
員
会
（
１
日
目
）

　
　
　
　
　
全
員
協
議
会
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
28
日
　
決
算
特
別
委
員
会
（
２
日
目
）

　
　
29
日
　
決
算
特
別
委
員
会
（
３
日
目
）

10
月
12
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
17
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
の
窓No.

120

⓰

　
新
委
員
会
発
足
後
、
最
初
の
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し

ま
す
。

　
私
以
外
は
皆
、
初
当
選
議
員
で
は
あ
り
ま
す
が
、
頼
り

な
い
委
員
長
を
一
生
懸
命
支
え
よ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場
で
存
分
に
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
お
陰
で
、
大
変
満

足
の
い
く
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
新
た
な
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
、

町
民
の
皆
様
の
声
を
集
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

取
材
を
通
し
て
「
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
」
実
現
の

た
め
に
は
、
チ
ー
ム
議
会
が
一
丸
と
な
り
、
本
気
で
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
端
を
担
う
私
た
ち
で
す
が
、
町
民
と
議
会
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
紙
面
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

                                                       （
佐
藤
　
記
）

編
　
集
　
後
　
記

　
◆
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
　
　
　
　
　
　
　

　

今
村
辰
義
前
議
員
が
町
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上
、

議
会
制
度
の
高
揚
と
、
地
方
自
治
の
振
興
・
発
展
に
功

労
さ
れ
、
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
会
長
よ
り
６
月
15

日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
　
　
佐
　
藤
　
大
　
輔

副
委
員
長
　   

井
　
村
　
悦
　
丈

委

員
　
　
湯
　
川
　
千
悦
子

　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
敬
　
永

　
　
　
　
　
　
茶
　
谷
　
朋
　
弘

　
　
　
　
　
　
島
　
田
　
政
　
志

◆
全
国
表
彰
自
治
体
と
し
て
名
寄
市
の
視
察
を
受
け
る
　
　
　
　
　
　
　

　

名
寄
市
議
会
議
会
広
報
特
別
委
員
会
様
よ
り
、
議
会

だ
よ
り
の
企
画
・
構
成
に
つ
い
て
上
富
良
野
町
議
会
か

ら
学
び
た
い
と
の
依
頼
が
あ
り
、
10
月
２
日
当
町
に
て

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
表
紙
デ
ザ
イ
ン
や
各
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
の
背
景
と
手

法
、
編
集
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
議
員
と
事
務
局
の
役
割

な
ど
、
前
委
員
長
で
あ
る
小
林
議
員
か
ら
説
明
し
た
後
、

質
疑
応
答
で
は
、
技
術
的

な
こ
と
や
議
員
間
の
役
割

分
担
な
ど
に
関
す
る
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　

予
定
時
間
を
超
過
す

る
ほ
ど
終
始
熱
心
に
研

修
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
今
回
視
察

を
受
け
る
側
と
し
て
も

大
変
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
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